
○ 参加者について 

 

分科会「評価・IR の実践・課題共有セッション」には、計 87 名が参加しました。参加者の属

性分析は、申し込み時に参加者からご提供頂いた所属や職種等の情報を基に行いました。なお、

「参加者」とは、国公私立大学及び関係機関の「通常会員」であり、運営スタッフである「幹事」、

「運営協力者」及び「監査人」の 12 名を含んでいます。 

職種別の参加比率は、職員が 74％（前年度比同数）、教員が 26％でした。また、職員の職層を

「部長・課長等」及び「係長・係員等」、教員の職層を「教授等」及び「准教授・講師等」に分け

て示すと、職員の係長・係員等が 55％（前年度比４ポイント増）と最も多く、次が職員の部長・

課長等及び教員の准教授・講師等の 18％（部長・課長等は前年度比５ポイント減、准教授・講師

等は前年度比１ポイント減）でした。 

 

  

 

所属区分別では、国立大学が 57％（前年度比 12 ポイント減）を占めており、私立大学は 32％

（前年度比 11 ポイント増）でした。また、地区ブロック別では、本集会の開催が立命館大学大阪 
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いばらきキャンパスであったにもかかわらず、関東地区が 26％と最も高いものの、各地区ブロッ

クについては概ね移動距離に比例して参加していることが伺えます。なお、近畿地区、中国・四

国地区及び九州・沖縄地区からの参加比率が 56％であることから、西日本の大学を中心に参加し

ていることが伺えます。 

地域ブロック・所属区分別と職種別をあわせて確認すると、関東地区の私立大学、中部地区、

近畿地区、中国・四国地区及び九州・沖縄地区の国立大学における教職員が 10％以上でした。職

員については、関東地区の私立大学の 13％が最も多く、次が近畿地区の国立大学の 10％でした。

教員については、中国・四国地区の国立大学の６％が最も多く、次が関東地区の私立大学の５％

でした。 

 

 

 

本分科会では、評価あるいは IR 業務に一定程度携わっている方（中級）を対象としており、今

回の班編制を行うにあたり、評価系、IR 系等の希望する班を記入いただいた結果、IR 系が 79％

を占めており、評価系が 21％でした。また、職種別では、IR 系職員が 57.5％と最も高く、次が

IR 系教員の 21.8％でした。 
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本セッションでは、職員及び教員とも幅広い職層から参加されており、所属区分別職種（詳細）

では、IR 系は、国立大学の係長・係員等が 23.0％と最も多く、次が私立大学の係長・係員等が

14.9％でした。また、国立大学の教員も 11.5％が参加していました。評価系は、国立大学の職員

が８％でした。 

 

 
 

地区ブロック別所属区分では、IR 系は、関東地区の私立大学からの参加者が 13.8％と最も多く、

次が中部地区及び九州・沖縄地区の国立大学の 10.3％でした。評価系は、中国・四国地区の国立

大学が 8.0％でした。また、評価系は、西日本の大学を中心に参加者が多いものの、IR 系は、関

東地区を中心にほぼ全国から均等に参加していることが伺えます。 

 

 

（大野［鳥取大］） 
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■区分表（共通） 

 

地域ブロック 説明 

北海道 北海道 

東北 青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県 

関東 茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県 

中部 新潟県、富山県、石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県 

近畿 大阪府、京都府、兵庫県、奈良県、三重県、滋賀県、和歌山県 

中国・四国 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県 

九州・沖縄 福岡県、佐賀県、長崎県、大分県、熊本県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県 

 

職種 職種区分 説明 

職員 

部長・課長等 

部長、課長、課長補佐、副課長、専門員、グループ長、グループリー

ダー、総括主査、事務長、室長、次長、部長、参事、副参事、主幹、

など 

係長・係員等 
係長、主任、主査、主事、専門職員、課員、係員、チーム員、職員、

スタッフ、所員、特任研究員、など 

教員 

教授等 学長、副学長、学長補佐、部局長、教授、など 

准教授・講師等 准教授、講師、助教、など 

 


